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支出予算

平成30年度

事業計画

　

当
協
会
は
昭
和
六
十
一
年

に
「
栽
培
漁
業
に
関
す
る
事

業
を
行
う
こ
と
で
水
産
資
源

の
維
持
増
大
を
図
り
、
漁
業

の
振
興
と
県
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
三
十

二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
マ
ダ
イ
、
ア
ワ

ビ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
マ
コ
ガ
レ

イ
種
苗
の
生
産
を
行
い
、
東

京
湾
並
び
に
相
模
湾
へ
の
放

流
、
漁
業
協
同
組
合
を
始
め

と
す
る
水
産
団
体
へ
の
供
給

を
行
い
ま
す
。
更
に
、
業
界

の
強
い
要
望
で
あ
る
ヒ
ラ
メ

な
ど
の
種
苗
を
入
手
し
放
流

し
ま
す
。
こ
れ
ら
当
協
会
の

中
核
事
業
で
あ
る
種
苗
生

産
・
放
流
並
び
に
供
給
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
神
奈
川

県
の
水
産
資
源
の
維
持
増
大

を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
栽
培
漁
業
と
当
協

会
の
活
動
に
つ
い
て
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
漁
業

者
は
も
と
よ
り
広
く
神
奈
川

県
民
に
対
し
、
東
京
湾
並
び

に
相
模
湾
の
海
洋
環
境
の
保

全
と
水
産
資
源
を
豊
か
に
保

つ
必
要
性
を
訴
え
る
た
め
普

及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
漁
業
経
営
の
不
振
と
遊

漁
者
数
の
減
少
等
か
ら
主
な

収
入
源
で
あ
る
漁
業
者
負
担

金
や
遊
漁
船
業
者
等
協
力
金

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ま
た

基
本
財
産
の
利
息
収
入
の
減

少
等
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
種
苗
供
給
数
も
不

安
定
な
が
ら
県
内
県
外
の
関

係
団
体
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
各
種
苗
の
増
産
を
図
る
努

力
を
し
ま
す
。
特
に
サ
ザ
エ

種
苗
を
県
外
水
産
関
係
団
体

等
に
積
極
的
に
配
布
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

（
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
推
進
協
会
よ
り
負
担
金

を
い
た
だ
き
、
他
県
と
連
携

し
広
域
に
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
事
業
の
執
行

に
つ
い
て
は
、
経
費
の
見
直

し
を
行
い
、
効
率
的
な
協
会

運
営
に
努
め
ま
す
。

（
１
）
種
苗
放
流
事
業

①
マ
ダ
イ
種
苗
放
流
事
業

②
ヒ
ラ
メ
種
苗
放
流
事
業

「
栽
培
ニ
ュ
ー
ス
」（
二
千
部  

/

回
、
年
二
回
）
を
作
成
し
県

（
２
）
普
及
啓
発
事
業

　
　

①
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

内
の
漁
業
協
同
組
合
、
水
産

団
体
、
遊
漁
団
体
、
教
育
及

び
公
共
機
関
等
へ
配
布
し
当

協
会
の
広
報
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　

②
イ
ベ
ン
ト
推
進
事
業

　

各
地
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
し
、
漁
業
者
を
は
じ

め
、
広
く
一
般
県
民
に
対
し

水
産
資
源
の
保
護
、
海
洋
環

境
の
保
全
を
強
く
訴
え
、
栽

培
漁
業
の
普
及
啓
発
を
行
い

ま
す
。　
　
　
　
　

（
３
）
調
査
事
業

　

①
マ
ダ
イ
遊
漁
標
本
船
調

査
　

県
内
の
マ
ダ
イ
遊
漁
船
の

中
か
ら
川
崎
市
か
ら
湯
河
原

町
ま
で
の
マ
ダ
イ
遊
漁
船
に

標
本
船
調
査
を
実
施
す
る
。

(

標
本
船;

十
二
隻)

　

※

（
種
苗
生
産
・
放
流
・

事
業
計
画
・
表
は
二
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
）

神
奈
川
県
下
の
水
産
資
源
維
持
増
大
の
た
め

　

今
年
は
当
協
会

が
公
益
財
団
法
人

に
移
行
し
て
六
年

目
に
な
り
、
任
期

満
了
に
よ
る
理
事
の
改
選
の

年
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
相
模
湾
地
区
、

横
須
賀
地
区
、
三
浦
地
区
、

ま
た
、
各
水
産
団
体
の
推
薦

で
六
月
十
五
日
の
評
議
員
会

で
理
事
と
監
事
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
、
そ
し
て
、
第
二
回

の
理
事
会
で
、
太
田
議
理
事

長
と
今
井
利
為
専
務
理
事
を

互
選
し
ま
し
た
。

太
田
議
理
事
長
を
再
選

公益財団法人神奈川県栽培漁業協会　役員名簿

カサゴ種苗を斡旋、小学生が放流

①マダイ種苗放流事業

ア．種苗生産尾数

イ．放流尾数

ウ．放流場所

（全長20mm）

（全長60mm）

東京湾域

三浦半島西岸域

西湘域

700,000尾　

300,000尾　

100,000尾　

100,000尾　

100,000尾　

②ヒラメ種苗放流事業

ア．放流尾数

イ．放流場所

（全長60mm）

東京湾域

三浦半島西岸域

西湘域

60,000尾

20,000尾

20,000尾

20,000尾

基本財産運用収入

特定資産運用収入

会費・賛助会費収入

種苗生産事業収入

種苗斡旋事業収入

資源造成推進事業

ＬＥＤ事業収入

漁業負担金収入

遊漁船協力金収入

マダイ協力金・募金

雑収入

 

8,618 

293 

900 

73,251 

45,036 

4,108 

1,392 

11,770 

9,851 

1,500 

210 

 

事業活動収入 

28,940 

7,745 

5,091 

2,238 

61,310 

36,854 

23,632 

165,810 

事業活動支出

マダイ放流事業支出

ヒラメ放流事業支出

ＰＲ推進事業支出

効果調査事業支出

種苗生産供給事業支出

斡旋供給事業支出

管理費支出

165,810千円 

161,469万円 

マダイ協力金

遊漁船協力金

種苗斡旋事業

基本財産運用

種苗生産事業

漁業負担金

資源造成推進事業

ＬＥＤ事業

会費・賛助会費

収入予算
科　　目 予算額（千円）

計 161,469

長井町漁業協同組合長

(公財)神奈川県栽培漁業協会

神奈川県漁業協同組合連合会長

神奈川県遊漁船業協同組合理事長

(公財)相模湾水産振興事業団理事長

横浜市漁業協同組合副組合長

みうら漁業協同組合副組合長

藤沢市漁業協同組合長

大磯二宮漁業協同組合副組合長

予算額（千円）科　　目

計

マダイ放流事業

ヒラメ放流事業

ＰＲ推進事業

効果調査事業
種苗生産供給事業

斡旋供給事業

管理費

役職名 氏　名 所　　属

理 事 長

専務理事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

太 田 　 議

今井　利為

高橋　征人

黒川　忠雄

武 井 　 正

久保寺　弘

山田　正行

葉山　一郎

徳江　好春

要
望
の
強
い
ヒ
ラ
メ
種
苗
の
供
給
も
実
施

マ
ダ
イ・ア
ワ
ビ・ク
ロ
ダ
イ・マ
コ
ガ
レ
イ
種
苗
生
産・放
流

公益財団法人 神奈川県栽培漁業協会役員改選

平 成 30 年 度 予 算

事
業
の
内
容
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（
４
）
種
苗
生
産
・
供
給
事

業
　

①
生
産
供
給

　

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ト
コ

ブ
シ
、
マ
ダ
イ
、
ク
ロ
ダ
イ
、

マ
コ
ガ
レ
イ
種
苗
を
生
産
し

漁
協
を
は
じ
め
と
し
水
産
団

体
へ
供
給
し
ま
す
。
特
に
、

マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
種
苗
を
安
定

生
産
し
、
関
係
機
関
に
供
給

で
き
る
よ
う
に
取
組
み
ま
す
。

　

②
斡
旋
供
給

　

ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、
メ
バ

ル
、
ト
ラ
フ
グ
な
ど
の
種
苗

を
入
手
し
漁
業
協
同
組
合
な

ど
の
水
産
団
体
等
へ
供
給
し

ま
す
。

　

昨
年
度
は
サ
ザ
エ
が
生
産

不
調
で
し
た
が
、
今
年
度
は

順
調
に
生
産
・
供
給
で
き
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ダ
イ
は
、
東
京
湾
に

（
一
社
）
日
本
釣
用
品
工
業

会
が
平
成
二
十
五
年
度
か
ら

平
成
二
十
九
年
度
ま
で
毎
年

二
十
万
尾
の
種
苗
を
、
五
年

間
で
合
計
百
万
尾
放
流
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
一

旦
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
、

平
成
三
十
年
度
に
つ
い
て
は
、

十
万
尾
の
放
流
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

供給事業でヒラメ種苗放流

　

平
成
二
十
九
年
度
決
算
を

収
支
計
算
書
に
基
づ
き
報
告

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業

活
動
収
入
の
計
は
一
億
五
千

百
二
十
五
万
円
で
し
た
。

　

内
訳
と
し
て
は
、
基
本
財

産
運
用
八
百
十
万
四
千
円
、

特
定
資
産
運
用
四
十
二
万
五

千
円
、
賛
助
会
会
員
九
十
三

万
二
千
円
、
種
苗
生
産
事
業

六
千
五
百
六
十
六
万
四
千
円
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
試
験
百
三
十
九
万
二

千
円
、
広
域
種
資
源
造
成
支

援
事
業
負
担
金
二
百
十
万
八

千
円
、
漁
業
者
等
・
漁
協
負

担
金
千
百
八
十
二
万
七
千
円
、

募
金
箱
・
百
九
万
九
千
円
、

マ
ダ
イ
協
力
金
四
百
三
十
万

八
千
円
、
雑
収
入
二
十
四
万

五
千
円
の
収
入
で
す
。

　

事
業
活
動
支
出
の
計
は
、

一
億
三
千
四
百
十
一
万
二
千

円
で
し
た
。

　

内
訳
と
し
て
は
、
マ
ダ
イ

種
苗
放
流
事
業
費
千
六
百
九

十
一
万
八
千
円
、
ヒ
ラ
メ
放

流
事
業
四
百
四
十
一
万
三
千

円
、
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業
三
百
九

十
一
万
五
千
円
、
効
果
調
査

事
業
百
九
十
三
万
一
千
円
、

生
産
供
給
事
業
七
千
百
四
十

八
万
三
千
円
、
斡
旋
供
給
事

業
三
千
五
百
四
十
五
万
円
の

支
出
で
す
。

　

管
理
費
は
、
二
千
四
百
三

十
六
万
五
千
円
で
し
た
。

　

事
業
活
動
支
出
と
管
理
費

を
合
計
し
た
事
業
活
動
支
出

計
は
、
一
億
五
千
八
百
四
十

七
万
六
千
円
で
し
た
。

　

事
業
活
動
収
入
か
ら
事
業

活
動
支
出
の
差
額
は
マ
イ
ナ

ス
六
百
六
十
五
万
一
千
円
で

し
た
。

　

図
表
に
は
表
し
て
い
ま
せ

ん
が
投
資
活
動
収
支
と
財
務

活
動
収
支
を
合
わ
せ
当
期
収

支
の
差
額
は
マ
イ
ナ
ス
百
九

十
二
万
七
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
、
神
奈
川
県
栽

培
漁
業
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
法
人
概
要
・
会
計
報
告
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

マダイ種苗放流

　

日
本
釣
振
興
会
神
奈
川
県

支
部
は
六
月
三
日
、
横
須
賀

市
長
井
町
地
先
の
海
に
合
計

五
千
尾
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
を
放

流
し
ま
し
た
。

　

ヒ
ラ
メ
は
種
苗
放
流
の
効

果
が
あ
り
、
漁
獲
が
着
実
に

増
え
、
漁
業
者
か
ら
種
苗
放

流
へ
の
要
望
が
強
い
魚
で
す
。

こ
の
た
め
、
当
協
会
が
種
苗

を
確
保
し
て
斡
旋
し
た
も
の

小
田
和
湾
で
漁
業
者

で
、
平
均
す
る
と
全
長
が
約

七
㌢
に
育
っ
た
大
き
な
稚
魚

で
す
。

　

午
前
九
時
前
に
は
、
ヒ
ラ

メ
種
苗
を
積
ん
だ
活
魚
運
搬

車
が
長
井
町
・
井
尻
港
に
到

着
し
、
運
ば
れ
て
き
た
五
千

尾
の
ヒ
ラ
メ
種
苗
の
う
ち
四

千
尾
は
、
同
県
支
部
及
び
当

協
会
職
員
が
リ
レ
ー
で
長
井

町
漁
協
所
属
の
漁
業
者
に
手

渡
し
、
小
田
和
湾
に
放
流
し

ま
し
た
。

　

千
尾
は
「
地
域
の
未
来
を

考
え
る
会
」
が
行
っ
た
「
荒

崎
海
岸
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
」
に
参
加
し
た
親

子
連
れ
が
海
岸
に
放
流
し
ま

し
た
。

　

放
流
に
先
立
ち
、
当
協
会

の
今
井
利
為
専
務
は
、
「
ヒ

ラ
メ
は
一
年
で
二
十
五
〜
三

十
セ
ン
チ
に
育
ち
、
二
年
後

に
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て

き
て
と
声
を
か
け
て
放
流
し

て
下
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
台
の
放
流
台
を

使
い
放
流
し
ま
し
た
。

荒
崎
で
親
子
連
れ

ヒラメ種苗を放流する漁業者

子どもも放流

　

わ
が
国
の
漁
業

生
産
の
構
造
や
就

業
構
造
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
い
う

漁
業
セ
ン
サ
ス
は

五
年
ご
と
に
行
わ

れ
、
今
年
は
そ
の

調
査
の
年
に
あ
た
り
ま
す
▼

漁
村
や
水
産
物
の
流
通
・
加

工
な
ど
の
漁
業
を
取
り
巻
く

実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
水

産
基
本
計
画
に
基
づ
く
水
産

行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
・

推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

作
成
し
提
供
す
る
重
要
な
調

査
で
す
▼
今
年
は
十
一
月
一

日
を
調
査
基
準
日
と
し
て

「
海
面
漁
業
調
査
」
で
は
漁

業
の
種
類
、
使
用
す
る
漁
船

の
規
模
、
養
殖
も
加
え
た
漁

業
経
営
体
の
経
営
状
況
、
個

人
経
営
体
の
世
帯
の
状
態
及

び
世
帯
員
の
漁
業
就
業
日
数

な
ど
の
状
況
を
調
べ
ま
す
▼

さ
ら
に
、
水
産
資
源
管
理
や

漁
場
改
善
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
、
そ
の
た

め
の
会
合
や
集
会
の
開
催
状

況
な
ど
に
よ
り
漁
業
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
目
指
し
て
い

る
か
な
ど
も
調
査
項
目
に
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
▼
内
水
面

漁
業
に
つ
い
て
も
同
様
の
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
魚
市
場
の
施
設
及

び
取
扱
高
、
そ
の
他
魚
市
場

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
も
把
握
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
▼
ま
た
、

冷
凍
・
冷
蔵
、
水
産
加
工
場

に
つ
い
て
も
事
業
内
容
、
従

業
者
数
、
そ
の
他
冷
凍
・
冷

蔵
、
水
産
加
工
場
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
を
調
査
し
よ
う
と
い
う
の

が
「
セ
ン
サ
ス
」
で
す
。

平
成
三
十
年
度
種
苗
生
産
・
供
給
事
業

決 算 報 告
平成２９年度

ヒ
ラ
メ
種
苗
五
千
尾
放
流

日
本
釣
振
興
会
神
奈
川
県
支
部

生
産
供
給

斡
旋
供
給

事業名 種苗名（サイズ） 30年度（計画） 29年度（実績）

ア ワ ビ
　 〃 　
　 〃 　
サ ザ エ
トコブシ
トコブシ
マ ダ イ
クロ ダイ
マコガレイ
マコガレイ
ヒ ラ メ
ヒ ラ メ
ヒ ラ メ
メ バ ル
カ サ ゴ
トラフグ
カワハギ

（   5㎜）
（2 5㎜）
（3 0㎜）
（2 0㎜）
（1 5㎜）
（ 大 型 ）
（6 0㎜）
（6 0㎜）
（3 0㎜）
（4 0㎜）
（6 0㎜）
（6 0㎜）
（ 大 型 ）
（6 0㎜）
（6 0㎜）
（5 0㎜）
（5 0㎜）

30,000個
220,000個
40,000個
350,000個
50,000個
20,000個
350,000尾
100,000尾
25,000尾
26,000尾

0尾
240,000尾

0尾
30,000尾
180,000尾
15,000尾
11,000尾

30,000個
208,400個
31,680個
56,000個
44,000個
14,452個
452,150尾
74,000尾
38,000尾
26,000尾
11,000尾
236,220尾

180尾
29,000尾
173,500尾
12,500尾
11,000尾

＊

＊

＊養殖用種苗

平成30年度　種苗生産放流・斡旋供給計画

基本
財産
運用
収入
 　
　 
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

特定
資産
運用
収入
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

会費
収入
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

種苗
生産
事業
収入
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

種苗
斡旋
事業
収入
　　
　　
　　
　　
　　
　　

広域
種資
源造
成　
　　
　　
　　
　　
　

LE
D技
術開
発　
　　
　　
　　
　

漁業
負担
金収
入　
　　
　　
　

　遊
漁船
協力
金収
入　
　　
　

マダ
イ協
力金
・募
金収
入　
　

雑収
入

70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0

支出-決算額（千円）

収入決算額（千円）

マダ
イ放
流事
業支
出  
   　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

 ヒラ
メ放
流事
業支
出  
  　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

 PR
推進
事業
支出
   　
　　
　　
　　
　　
　　
　

 効果
調査
事業
費支
出  
　　
　　
　　
　　
　

 種苗
生産
供給
事業
費支
出 　

　　
　　
　

 斡旋
供給
事業
支出
　　
　

管理
費支
出

80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0

　　科　　目 

基本財産収入 8,104

特定資産収入 425

会費収入 932

種苗生産事業収入 65,663

種苗斡旋事業収入 45,969

広域種資源造成 2,108

ＬＥＤ技術開発 1,392

漁業負担金収入 11,827

遊漁船協力金収入 9,751

マダイ協力金・募金収入 5,407

雑収入 242

　　　　計 151,825

29年度決算
事業活動支出 
　　　科　　　目 

マダイ放流事業支出 16,918 

ヒラメ放流事業支出 4,413 

ＰＲ推進事業支出 3,915 

効果調査事業費支出 1,931 

種苗生産供給事業費支出 71,483 

斡旋供給事業支出 35,450 

管理費支出 24,365 

　　　　計 158,476 

決算額（千円） 決算額（千円）

事業活動収入
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第106号（３）　　 2018 年（平成 30年）７月１日

栽
培
漁
業
っ
て
何 

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

公
益
財
団
法
人

23

　

わ
が
国
の
漁
業

生
産
の
構
造
や
就

業
構
造
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
い
う

漁
業
セ
ン
サ
ス
は

五
年
ご
と
に
行
わ

れ
、
今
年
は
そ
の

調
査
の
年
に
あ
た
り
ま
す
▼

漁
村
や
水
産
物
の
流
通
・
加

工
な
ど
の
漁
業
を
取
り
巻
く

実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
水

産
基
本
計
画
に
基
づ
く
水
産

行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
・

推
進
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

作
成
し
提
供
す
る
重
要
な
調

査
で
す
▼
今
年
は
十
一
月
一

日
を
調
査
基
準
日
と
し
て

「
海
面
漁
業
調
査
」
で
は
漁

業
の
種
類
、
使
用
す
る
漁
船

の
規
模
、
養
殖
も
加
え
た
漁

業
経
営
体
の
経
営
状
況
、
個

人
経
営
体
の
世
帯
の
状
態
及

び
世
帯
員
の
漁
業
就
業
日
数

な
ど
の
状
況
を
調
べ
ま
す
▼

さ
ら
に
、
水
産
資
源
管
理
や

漁
場
改
善
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
、
そ
の
た

め
の
会
合
や
集
会
の
開
催
状

況
な
ど
に
よ
り
漁
業
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
目
指
し
て
い

る
か
な
ど
も
調
査
項
目
に
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
▼
内
水
面

漁
業
に
つ
い
て
も
同
様
の
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
魚
市
場
の
施
設
及

び
取
扱
高
、
そ
の
他
魚
市
場

の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
も
把
握
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
▼
ま
た
、

冷
凍
・
冷
蔵
、
水
産
加
工
場

に
つ
い
て
も
事
業
内
容
、
従

業
者
数
、
そ
の
他
冷
凍
・
冷

蔵
、
水
産
加
工
場
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
を
調
査
し
よ
う
と
い
う
の

が
「
セ
ン
サ
ス
」
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
ま
で
横

浜
市
漁
協
の
組
合
長
と
し
て
、

水
産
資
源
の
維
持
管
理
な
ど

で
大
き
な
功
績
を
残
し
た
と

し
、
同
漁
協
前
組
合
長
の
小

山
紀
雄
さ
ん
が
、
今
年
春
の

叙
勲
で
旭
日
単
光
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

小
山
さ
ん
は
長
年
に
わ
た

り
漁
業
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

平
成
十
五
年
に
横
浜
市
漁
協

の
組
合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
以
後
十
二
年
間
、
同
漁

協
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
二
日

操
業
す
る
と
一
日
休
漁
、
と

い
う
「
二
操
一
休
」
の
底
引

き
網
漁
業
の
資
源
保
護
を
推

進
す
る
な
ど
、
東
京
湾
漁
業

の
経
営
安
定
化
に
優
れ
た
業

績
を
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
間
、
神
奈
川

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
、

県
水
産
審
議
会
委
員
、
県
漁

業
信
用
基
金
協
会
理
事
長
、

県
漁
連
副
会
長
に
就
任
し
、

神
奈
川
県
下
水
産
業
の
振
興

に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
十
九
年
に
神
奈
川
県
民

功
労
者
に
選
ば
れ
、
二
十
年

秋
に
は
、
黄
綬
褒
章
を
受
章

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
十

四
年
に
は
、
英
国
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
皇
太
子
殿
下
が
設
立
し

た
水
産
物
の
乱
獲
防
止
な
ど

を
話
し
合
う
海
洋
プ
ロ
グ
ラ

ム
会
議
の
日
本
の
漁
業
大
使

と
し
て
招
待
さ
れ
、
「
二
操

一
休
」
な
ど
の
資
源
管
理
に

つ
い
て
説
明
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

授章式で、小山ご夫妻

三
十
年
度
主
要
施
策
・
当
初
予
算

資
源
管
理
型
栽
培
漁
業
の
手
法
開
発
へ

多くが参加した予算・事業説明会

　

神
奈
川
県
水
産
課
は
、
三

十
度
主
要
施
策
お
よ
び
当
初

予
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
主
要
施
策
の
方
針
で
は
、

県
下
で
は
漁
業
生
産
量
の
低

迷
、
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
や

磯
焼
け
な
ど
漁

場
環
境
の
悪
化
、

消
費
者
の
魚
離

れ
と
魚
価
の
低

迷
、
漁
業
就
業

者
の
減
少
と
漁

協
組
織
の
脆
弱

化
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て

い
る
と
し
、
今

年
度
は
、
水
産

資
源
回
復
の
た

め
の
取
り
組
み
、

資
源
管
理
型
栽

培
漁
業
の
開
発

や
栽
培
関
連
施

設
の
整
備
な
ど
を
行
う
、
と

し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
・
漁
場
環
境
保

全
関
連
の
事
業
の
主
な
も
の

は
、
今
年
度
新
規
事
業
と
し

て
「
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
養
殖
技

術
開
発
事
業
」
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
磯
焼

け
の
原
因
生
物
で
あ
る
こ
の

ウ
ニ
に
県
内
野
菜
の
残
渣
を

餌
と
し
て
与
え
、
養
殖
す
る

技
術
を
開
発
し
よ
う
と
い
う

事
業
で
す
。
地
域
の
特
産
品

と
し
て
「
ウ
ニ
」
の
商
品
化

を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
漁
業
者
な
ど
が

魚
な
ど
の
産
卵
場
や
生
育
の

場
と
い
わ
れ
て
い
る
藻
場
や

ア
マ
モ
場
の
造
成
・
回
復
、

ア
イ
ゴ
や
ガ
ン
ガ
ゼ
な
ど
の

海
藻
を
食
べ
て
磯
焼
け
の
原

因
と
な
る
生
物
の
除
去
な
ど

の
「
藻
場
の
保
全
」
や
海
底

や
河
川
の
環
境
保
全
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　

磯
焼
け
対
策
・
藻
場
緊
急

再
生
支
援
の
た
め
ウ
ニ
類
の

駆
除
効
果
調
査
や
ア
イ
ゴ
の

挙
動
追
跡
調
査
を
行
う
「
沿

岸
水
産
資
源
再
生
技
術
開
発

事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。
こ
の
事
業
の
中
で
は
、

ト
ラ
フ
グ
の
種
苗
生
産
・
放

流
技
術
開
発
や
カ
サ
ゴ
の
親

魚
養
成
試
験
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

ヒ
ラ
メ
は
、
遺
伝
的
多
様

性
に
配
慮
し
た
種
苗
生
産
体

制
を
構
築
す
る
「
新
魚
種
等

放
流
技
術
開
発
事
業
」
や
二

枚
貝
類
の
増
養
殖
試
験
と
貝

毒
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

を
行
う
「
二
枚
貝
類
の
増
養

殖
技
術
開
発
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ナ
マ
コ

の
種
苗
生
産
試
験
、
ア
ワ
ビ

類
の
資
源
回
復
技
術
の
開
発

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

（
一
社
）
水
産
海
洋
学
会
、

（
公
財
）
相
模
湾
水
産
振
興

事
業
団
、
小
田
原
市
が
共
催

す
る
第
四
十
二
回
「
相
模
湾

の
環
境
保
全
と
水
産
振
興
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
十
月
十

九
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で
、
小
田
原
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

テ
ー
マ
は
「
相
模
湾
に
お
け

る
資
源
管
理
の
現
状
・
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
で
す
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
引
き

続
き
、
午
前
か
ら
午
後
に
か

け
て
漁
業
資
源
管
理
に
関
し

た
基
調
講
演
、
神
奈
川
県
下

や
他
県
の
資
源
管
理
や
課
題

に
つ
い
て
四
つ
の
話
題
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
午
後
二
時
か
ら

は
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
定
置

網
、
刺
網
漁
業
者
、
遊
漁
船

業
者
、
シ
ラ
ス
船
曳
網
漁
業

者
が
資
源
管
理
の
重
要
性
や

課
題
に
つ
い
て
、
現
場
か
ら

の
意
見
を
発
表
し
た
後
、
質

疑
応
答
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

前
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
海
洋
環
境
を
保
全
し
、

多
様
な
魚
介
類
を
安
定
的
に

生
産
す
る
漁
業
が
存
続
す
る

「
里
海
」
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
討
論
し
ま
し
た
。
今
回

は
資
源
管
理
の
現
状
・
課
題

を
学
び
、
相
模
湾
の
今
後
の

在
り
方
を
議
論
し
ま
す
。

利波所長

　

今
年
四
月
の
人
事
異
動
で

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ

ー
の
所
長
に
着
任
し
た
利
波

之
徳
さ
ん
は
、
「
神
奈
川
県

の
沿
岸
漁
業
は
、
首
都
圏
の

中
に
あ
る
と
い
う
地
の
利
を

生
か
せ
ば
、
安
定
し
た
収
入

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
九
百
十
六

万
県
民
の
大
き
な
需
要
に
応

え
る
た
め
に
も
、
栽
培
漁
業

に
よ
る
資
源
の
維
持
増
大
は

不
可
欠
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　

利
波
さ
ん
は
昭
和
六
十
年

に
高
知
大
学
農
学
部
栽
培
漁

業
科
を
卒
業
し
、
六
一
年
に

神
奈
川
県
水
産
課
計
画
振
興

班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
、
当

時
は
、
神
奈
川
県
が
栽

培
漁
業
協
会
の
設
立
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
た
時
期
で
し
た
。

遊
漁
者
に
対
し
て
一
律
に
協

力
金
を
課
そ
う
と
い
う
案
が

あ
り
、
一
般
の
釣
り
人
も
巻

き
込
ん
で
喧
々
諤
々
の
議
論

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

利
波
さ
ん
自
身
の
初
業
務

の
一
つ
は
、
栽
培
漁
業
関
連

の
補
助
事
業
で
、
マ
ダ
イ
の

放
流
効
果
の
確
認
の
た
め
放

流
現
場
で
マ
ダ
イ
の
数
を
数

え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
内
水
面
関
係
の

業
務
や
水
産
改
良
普
及
員
、

水
産
課
資
源
管
理
班
副
技
幹
、

内
水
面
試
験
場
主
任
研
究
員
、

水
産
課
漁
港
班
技
幹
か
ら
平

成
二
十
六
年
内
水
面
試
験
場

長
に
就
任
、
そ
し
て
今
回
、

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
所
長

と
し
て
初
め
て
城
ヶ
島
「
勤

務
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
就
任
し
て
三
か
月
で
見

る
も
の
聞
く
も
の
新
鮮
で
す
。

客
観
的
視
点
で『
海
の
仕
事
』

を
組
み
立
て
ら
れ
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ダ
イ
③

　

マ
ダ
イ
の
親
魚
の
、
餌
は

配
合
飼
料
や
イ
ワ
シ
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
餌
に
体
色

を
赤
く
す
る
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド

系
の
ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
が

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

黒
い
マ
ダ
イ
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

養
殖
魚
は
出
荷
前
に
遮
光

や
赤
い
色
素
を
含
ん
だ
餌
を

与
え
て
マ
ダ
イ
の
色
を
調
整

し
て
い
ま
す
。

　
発
生

　

生
み
出
さ
れ
た
卵
の
大
き

さ
は
〇
・
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
、
形
は
真
球
で
す
。

　

球
の
中
に
は
、
一
つ
の
油

球
と
卵
黄
が
あ
り
、
浮
遊
し
、

発
生
が
進
み
、
二
日
た
つ
と

ふ
化
し
ま
す
。

発
生
か
ら
ふ
化
後
し
ば
ら
く

は
、
卵
黄
の
栄
養
で
成
長
し
、

口
が
開
き
、
三
日
後
か
ら
餌

を
摂
り
始
め
ま
す
。

　
　
ふ
化
か
ら
藻
場
へ

　

春
、
ふ
化
し
た
マ
ダ
イ
の

仔
魚
は
、
沿
岸
の
流

れ
に
沿
っ
て
、
内
湾

の
浅
場
に
運
ば
れ
て

い
き
ま
す
。
約
五
十

日
間
浮
遊
生
活
を
辿

り
、
動
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
コ
ペ
ポ
ー
ダ
ー
の
幼

生
、
橈
脚
類
な
ど
を
摂
り
、

体
長
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
に
な
っ
て
ア
マ
モ
場
周

辺
に
定
着
し
ま
す
。
夏
、
ア

マ
モ
場
で
は
、
ヨ
コ
エ
ビ
類
、

ア
ミ
類
と
よ
り
大
型
の
餌
生

物
へ
と
食
性
を
変
化
さ
せ
、

成
長
し
ま
す
。

　

秋
、
体
長
が
十
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
こ
ろ
か

ら
、
水
深
二
十
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
と
こ
ろ
へ
移
動
し
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
ク
モ

ヒ
ト
デ
、
エ
ビ
の
仲
間
な
ど

の
底
生
生
物
を
摂
り
ま
す
。

　

冬
に
水
深
六
十
メ
ー
ト
ル

付
近
ま
で
移
動
し
ま
す
。

　
放
流
マ
ダ
イ
の
移
動

　

神
奈
川
県
で
は
、
体
長
六

〜
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
マ

ダ
イ
の
稚
魚
を
東
京
湾
、
相

模
湾
の
十
数
か
所
に
一
箇
所

あ
た
り
五
万
尾
か
ら
十
万
尾

を
放
流
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
平

成
四
年
度
ま
で
の
十
六
年
間

で
千
七
百
万
尾
を
放
流
し
、

八
十
四
万
尾
に
標
識
を
着
け

て
放
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
万
尾
が
再

捕
さ
れ
ま
し
た
。
再
捕
率
は

一
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

放
流
海
域
で
再
捕
さ
れ
る

割
合
は
、
東
京
湾
の
〇
歳
魚

で
八
割
、
一
歳
魚
で
千
葉
県

内
房
を
含
め
六
割
、
二
歳
魚

で
五
割
で
す
。
三
歳
魚
以
上

と
な
る
と
、
分
布
は
東
京
湾

口
部
の
金
田
湾
か
ら
千
葉
県

布
良
沖
に
及
び
ま
す
。

　

三
浦
半
島
西
岸
で
放
流
さ

れ
た
標
識
魚
は
、
一
〜
二
歳

魚
で
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

放
流
海
域
で
獲
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

三
歳
魚
以
上
に
な
る
と
東

京
湾
口
で
再
捕
さ
れ
る
も
の

が
多
く
な
り
ま
す
。
十
一
歳

魚
ま
で
再
捕
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

湘
南
海
域
で
放
流
さ
れ
た

魚
は
、
こ
の
海
域
で
再
捕
さ

れ
た
〇
歳
魚
の
割
合
は
他
の

海
域
よ
り
も
や
や
少
な
く
、

七
割
ぐ
ら
い
で
す
。
一
歳
魚

は
三
浦
半
島
西
岸
で
再
捕
さ

れ
る
割
合
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

西
湘
海
域
で
放
流
さ
れ
た

魚
は
、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
が

放
流
海
域
で
再
捕
さ
れ
て
い

ま
す
。
五
歳
魚
以
上
で
は
全

て
東
に
移
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
放
流
さ
れ
た

マ
ダ
イ
の
殆
ど
が
一
〜
二
歳

魚
ま
で
は
放
流
海
域
に
留
ま

り
、
生
殖
が
始
ま
る
三
歳
魚

以
上
に
な
る
と
大
き
な
移
動

を
始
め
る
よ
う
で
す
。

　

神
奈
川
県
で
放
流
さ
れ
た

マ
ダ
イ
は
、
西
方
へ
は
静
岡

県
の
伊
東
沖
に
、
ま
た
、
東

方
へ
は
千
葉
県
の
館
山
沖
ま

で
生
活
領
域
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

資
源
管
理
な
ど
の

　
　
実
績
が
評
価
さ
れ

前横浜市漁協組合長

小山紀雄さん旭日単光章受章
神
奈
川
県
水
産
課
が
説
明
会

小田原市生涯学習センターで

相模湾シンポジウム

１０月１９日

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
　
　
　

利
波
之
徳
所
長
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再捕したら報告を
お願いします

◇
新
職
員
紹
介
◇

標識放流
ヒラメ稚魚

江戸前魚の水揚げ拠点、柴漁港

江戸前魚が買えると人気の直売所小柴どんぶりや

神奈川漁港めぐり・・・シリーズ④

　

東
京
湾
で
江
戸
前
の
魚
介

類
を
獲
る
小
型
底
引
網
漁
船

の
拠
点
の
港
で
あ
る
「
柴
漁

港
」
は
、
大
都
市
の
中
の
漁

港
と
し
て
横
浜
市
を
は
じ
め

と
し
た
首
都
圏
の
消
費
者
に

鮮
度
抜
群
の
水
産
物
を
供
給

す
る
港
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
漁
港
は
、
昭
和
四

十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
金
沢

地
先
埋
立
事
業
で
造
成
さ
れ

た
土
地
に
整
備
さ
れ
た
も
の

で
、
平
成
元
年
度
に
完
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
漁
港
を
利
用
し
て
い

る
主
要
漁
業
は
、
五
ト
ン
未

満
の
漁
船
に
よ
る
小
型
底
引

網
漁
業
で
す
。
そ
の
水
揚
高

（
二
十
九
年
度
）
は
四
百
ト

ン
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
最
近
は
漁
獲
量
が
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ャ
コ

は
「
小
柴
の
し
ゃ
こ
」
と
し

て
東
京
市
場
で
も
有
名
で
す
。

　

近
年
は
タ
チ
ウ
オ
の
漁
獲

が
増
え
、
水
揚
高
の
三
五
％

近
く
を
占
め
て
同
漁
港
水
揚

高
の
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
ア
ナ
ゴ
類
、
ア
ジ
類
、

イ
カ
類
、
ス
ズ
キ
類
と
続
き

ま
す
。

　

こ
の
江
戸
前
の
魚
介
類
は
、

毎
週
日
曜
日
と
祝
日
に
営
業

し
て
い
る
柴
漁
港
内
出
荷
所

横
に
あ
る
「
柴
漁
港
名
産
直

売
所
」
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
取
れ
た
て
の
漁
獲

物
を
食
材
に
し
て
食
事
を
提

供
し
て
い
る
の
が
「
小
柴
ど

ん
ぶ
り
や
」
で
す
。
特
に
、

丼
か
ら
大
き
く
は
み
出
し
た

ア
ナ
ゴ
の
天
ぷ
ら
が
中
心
の

「
小
柴
丼
」
は
多
く
の
お
客

さ
ん
が
注
文
す
る
「
超
」
人

気
の
丼
で
す
。

志村さんから寄付渡邊副会長から寄付

　

三
浦
市
松
輪
の
棒
面
丸
は

今
年
も
「
ラ
ブ
ラ
ブ
マ
ダ

イ
」
釣
り
イ
ベ
ン
ト
の
表
彰

式
で
当
協
会
に
五
万
円
を
寄

付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
十
年

以
上
も
前
か
ら
、
棒
面
丸
は

マ
ダ
イ
の
釣
り
大
会
を
行
い
、

釣
り
人
の
参
加
費
の
一
部
を

積
み
立
て
、
「
マ
ダ
イ
資
源

の
増
大
に
役
立
て
て
」
と
寄

付
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
二
〇
一
七
年
の
優

勝
者
は
志
村
仁
史
さ
ん
で
、

昨
年
九
月
に
最
高
体
重
八
・

〇
二
キ
ロ
も
の
大
物
マ
ダ
イ

を
釣
り
揚
げ
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。　

　

三
浦
市
・
小
網
代
の
リ
ビ

エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ボ
ニ
ア

は
五
月
二
十
日
、
「
キ
ス
マ

ス
タ
ー
２
０
１
８
」
を
行
い

ま
し
た
。
六
十
六
艇
の
ヨ
ッ

ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
が
参

加
し
、
参
加
費
の
一
部
、
五

万
九
千
円
を
当
協
会
に
寄
付

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
十
八
年
か

ら
春
に
「
キ
ス
マ
ス
タ
ー
」
、

秋
に
「
ハ
ギ
マ
ス
タ
ー
」
を

行
い
、
そ
の
た
び
に
当
協
会

に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
の
総

額
は
二
百
万
円
近
く
に
達
し

て
い
ま
す
。

寄 付

新
た
な
飼
育
技
術

開
発
に
向
け
てキャベツは

　　サザエのエサに有用

　

当
協
会
で
は
、
磯
焼
け
の

影
響
で
貝
類
の
餌
料
と
な
る

海
藻
が
入
手
困
難
に
な
っ
た

た
め
、
三
年
前
に
地
元
特
産

の
キ
ャ
ベ
ツ
を
餌
料
と
し
た

貝
類
の
中
間
育
成
試
験
を
始

め
ま
し
た
。
今
ま
で
の
結
果

で
、
ア
ワ
ビ
と
サ
ザ
エ
に
つ

い
て
は
、
餌
料
と
し
て
有
用

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
生
産
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
マ
ダ

カ
ア
ワ
ビ
の
大
量
生
産
を
成

功
さ
せ
る
た
め
、
新
た
な
飼

育
方
法
と
し
て
、
直（
じ
か
）

飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

常
、
二
ヵ
月
ほ
ど
波
板
飼
育

を
行
っ
た
後
、
剥
離
を
し
て

屋
内
水
槽
で
の
カ
ゴ
飼
育
に

移
行
す
る
と
こ
ろ
を
、
屋
外

水
槽
で
波
板
を
床
に
付
け
て

貝
が
自
由
に
水
槽
内
を
動
け

る
状
態
で
、
稚
貝
が
充
分
な

大
き
さ
に
な
る
ま
で
飼
育
し

ま
す
。
こ
の
方
法
で
生
産
を

始
め
て
二
年
目
で
す
が
、
斃

死
も
少
な
く
順
調
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

サ
ザ
エ
と
ト
コ
ブ
シ
で
も
、

剥
離
後
に
カ
ゴ
飼
育
で
は
な

く
水
槽
に
シ
ェ
ル
タ
ー
を
入

れ
て
そ
の
ま
ま
収
容
す
る
直

飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
カ

ゴ
を
使
用
し
な
い
た
め
水
位

を
低
く
設
定
で
き
、
電
気
代

の
節
約
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

魚
類
生
産
で
は
、
マ
コ
ガ

レ
イ
と
ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て
、

巡
流
水
槽
で
の
中
間
育
成
を

試
行
し
て
い
ま
す
。
管
理
し

や
す
く
節
電
に
も
な
る
た
め
、

実
用
化
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
さ
い
ば
い
日
誌
」

に
て
。

標識の付いたヒラメ
　

太
平
洋
南
区
栽
培
漁
業
推

進
協
議
会
で
は
、
ヒ
ラ
メ
の

広
域
資
源
の
造
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
放
流
し
た
種
苗
が

県
を
越
え
成
長
し
移
動
し
て

い
る
か
、
未
だ
、
明
確
に
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
六
年

度
か
ら
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
の
鰭

を
切
除
し
て
放
流
し
、
そ
の

後
の
再
捕
状
況
を
追
跡
す
る

調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
横
須
賀
市
東

部
漁
業
協
同
組
合
と
長
井
町

漁
業
協
同
組
合
に
お
願
い
し
、

そ
れ
ぞ
れ
五
百
匹
の
ヒ
ラ
メ

の
鰭
（
上
部
写
真
を
参
照
）

を
切
除
し
た
種
苗
を
七
月
中

旬
に
放
流
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
で
も
鰭
を

切
除
し
て
放
流
し
ま
す
が
、

千
葉
県
の
標
識
は
体
後
部
の

鰭
を
切
除
し
て
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
静
岡
県
で
は
、
迷

子
札
を
装
着
し
て
放
流
し
ま

す
。

　

標
識
し
た
ヒ
ラ
メ
を
再
捕

し
ま
し
た
ら
一
、
再
捕
年
月

日
、
二
、
再
捕
場
所
、
三
、

標
識
の
種
類
と
そ
の
位
置
、

四
再
捕
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
、
公
益
財
団
法

人
神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

に
ご
報
告
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

▽
再
捕
報
告
連
絡
先

電
話
番
号　

〇
四
六―

八
八

二―

七
九
四
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

〇
四
六―

八

八
一―

二
二
三
三

阪西職員

　

平
成
三
十
年
度
、
四
月
一

日
付
け
で
当
協
会
は
、
鈴
木

奨
馬
、
阪
西
竜
次
郎
の
二
名

の
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
、
「
水
産
資
源

の
維
持
増
大
を
図
り
、
漁
業

の
振
興
と
神
奈
川
県
民
の
生

活
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
協
会
人
員
の
拡
充

が
不
可
欠
と
な
り
、
四
月
か

ら
二
名
に
働
い
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
二
職
員
は
当
協
会

で
水
産
種
苗
の
生
産
、
配
布
、

放
流
、
斡
旋
な
ど
に
関
わ
る

仕
事
を
行
い
ま
す
。
二
名
の

職
員
は
次
の
よ
う
に
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
指
導
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
に
栽
培
協
会

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
鈴
木
奨

馬
で
す
。
自
分
は
、
今
は
魚

の
種
苗
生
産
の
作
業
補
助
担

当
と
し
て
の
仕
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

協
会
の
職
員
と
な
っ
て
か

ら
三
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
て
、

仕
事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た

が
、
上
司
の
方
々
の
動
き
を

見
て
い
る
と
、
こ
の
仕
事
の

大
変
さ
を
改
め
て
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
一
技
術
者
と
し
て
協

会
の
た
め
に
、
ま
た
漁
業
関

係
者
方
の
為
に
も
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　

協
会
の
職
員
と
な
り
、
三

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
し
、
自
分
を
改
善
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
点
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
れ
に
、
今
ま
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
の
こ
ろ
よ
り
も
責
任

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
気
を
張
り
、
栽
培

協
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
□
鈴
木
職
員

□
阪
西
職
員

鈴木職員
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